
《行事報告》 

令和６年度 ダム工学会 研究発表会の開催報告 

 

     ダム工学会学術研究発表会小委員会 

 

令和６年 11 月 21 日（木）に「令和６年度ダム工学会研究発表会」を開催しました。 

ダム工学会研究発表会は、令和２年度から昨年度までは、新型コロナウイルス感染症対策

のため、特別講演会および講習会とあわせて同日にオンラインで開催していました。今年度

は特別講演会を５月の通常総会後に集合形式で開催しており、研究発表会と講習会を昨年

度までと同様にオンラインで開催したものです。 

研究発表会の発表者は７名、参加者は 103 名でした。 

研究発表会では、小型 SAR 衛星によるロックフィルダムの安全管理、３次元流体解析を用

いた施工安全性検討、コンクリート表面遮水壁式ロックフィルダム（CFRD）の施工、３Ｄプ

リンターのプレキャスト部材への適用、サブボトムプロファイラーによるダム堆砂性状調査、

アンサンブル降雨予測のダム特別防災操作への適用、３次元解析を用いたピアノキー型越

流堰の適用可能性検討といった、多彩な分野にわたる計７編の研究発表がありました。 

発表論文の概要は以下のとおりです。（以下、敬称略） 

 

１．「小型SAR衛星の活用を想定したロックフィルダムの安全管理に向けた検討」 

国土交通省国土技術政策総合研究所 河川研究部 大規模河川構造物研究室 交流研究員 

井上 晃輔 

令和６年能登半島地震では、複数のダムについて道路寸断等の影響によりダム管理者が

ダムに近づくことができない状況が暫く続いた。このように、大規模地震発生後にはダム周

囲の被災状況によっては臨時点検に時間を要する場合もある。上記に示す課題を解決する

一つの手法として、筆者らはダムの安全管理において SAR 衛星の活用の検討を進めている。

本稿は、小型 SAR 衛星の活用を想定した、ロックフィルダム及び貯水地周辺斜面の PSInSAR

解析及びリフレクターの適用性等の検討結果について示すものである。 

 

２．「ダム再開発工事における３次元流体解析を用いた施工安全性の検討」 

 （株）大林組 土木本部生産技術本部 ダム技術部   屋上 佳汰 

  近年、気候変動による降雨の激甚化・高頻度化に伴い、水害リスクが高まっている。この

ため、「流域治水」の考え方に基づいた、ハード・ソフト一体となった対策がすすめられて

おり、その中で、ダムの再開発工事が増加傾向である。一方、水害リスクの高まる中での河

川内工事は工事中の被災リスクに常にさらされており、これまでのダム建設に比べて入念

な設計・施工の検討が必要である。本稿では、BIM と流体解析技術により、ダムの放流状況

を高精度に再現し、施工時の安全性の確保を目指した一連の取組みを報告する。 



 

３．「南摩ダムコンクリート表面遮水壁(フェイススラブ)の施工について」 

 独立行政法人水資源機構 思川開発建設所 ダム工事課   柴田 竜馬 

南摩ダムは、堤体を粗粒材料で盛立し、堤体上流面をコンクリートで被覆することで遮水

性を持たせる「コンクリート表面遮水壁型ロックフィルダム（CFRD）」である。表面遮水壁

(フェイススラブ)の施工は移動式鋼製型枠（スリップフォーム）を使用した特殊な打設方法

を採用しており、国内における近代的施工方法(薄層転圧工法)を用いた CFRD としては、徳

山ダム上流仮締切工、苫田鞍部ダムに続き国内で３例目となる。本稿は、遮水性の確保を目

的としたフェイススラブの施工について報告するものである。 

 

４.「建設用３Ｄプリンターの一般構造物プレキャスト部材への適用」 

    （株）大林組 土木本部生産技術本部 ダム技術部 副部長      小俣 光弘 

建設業では働き方改革が進む中で熟練工不足が顕在化している。また、工事発注段階での

調整不足に起因する工程遅延などが発生することもあり、ICT 技術だけでは解決できない問

題が累積する状況である。このような中、建設用3Dプリンターを活用したプレキャスト工

法（西湘バイパスで適用）など発注者施工計画や設計手法を見直す建設DXが推進されてき

た。本稿では、この流れを一般構造物である L形擁壁に適用する取り組みを進めた事例と、

一般化・仕様確立を見据えた3Dプリンター工法の現在地を報告する。 

 

５.「ダム貯水池における堆砂内部性状把握技術の開発状況報告」 

 独立行政法人水資源機構 総合技術センター ダムグループ      合屋 祐国 

著者らは、ダム管理における恒久の命題である「堆砂対策」に係る新技術として、ダム貯

水池堆砂の内部性状(土砂性状、堆積構造、埋没物など)を広範囲、高精度かつ容易に把握す

るための技術の開発に取り組んでいる。令和５年度より、小型船舶搭載可能な装置を用い

て、音波の発信･受信により、堆砂面や堆砂内部の地層境界を検出できる技術(サブボトムプ

ロファイラー)について、現地での実証試験を開始し、サブボトムプロファイラーの有用性

と課題を明らかにすることができた。 

 

６.「ダム特別防災操作におけるアンサンブル降雨予測の活用可能性検討」 

 一般財団法人日本気象協会 社会・防災事業部 防災マネジメント課      鈴木 豪太 

中部地方のＡダム流域をモデルに、特別防災操作の実施判断におけるアンサンブル予測の

活用可能性を検討した。アンサンブル予測としてECMWF をベースとした長時間アンサンブ

ル、気象庁の週間アンサンブル及びメソアンサンブルの３種類、従来予測としてガイダンス

予測に安全率（α=2）を乗じたものを対象とし、過去の特別防災操作実施事例において比較

検討を行った。従来予測は大幅に過大であり、ダムの容量が不足するため特別防災操作実施

を見合わせる判断になる可能性があった。複数アンサンブルの上位の予測雨量は実績雨量と



同程度以上と概ね適切な予測となり、特別防災操作の実施判断にアンサンブル予測を活用す

ることの妥当性が示された。 

 

７.「３次元数値シミュレーションを用いたピアノキーの予備的検討」 

 国立研究開発法人土木研究所 河道保全研究グループ水工チーム 主任研究員  

      本山 健士 

ピアノキー型越流堰（PKW）の日本国内での適用可能性を３次元数値シミュレーションを

用いて検討した。PKW Type D とその改良型であるPKW Type D'を取り上げ、標準越流頂等と

比較した結果、PKW Type D は標準越流頂と比べ約1.2～2.5 倍、PKW Type D'は約 1.3～3.3

倍の放流能力を有していることを確認した。また、実験式との比較を行いTypeD と TypeD’

の放流能力の違いについて考察した。今後は実験を通じたさらなる検証が必要だが、PKW は

従来の放流設備と異なり大幅に単位幅流量を増大させ、気候変動に伴う外力増加に対応でき

る施設であり、ダム全体の設計の自由度が向上する施設であることを確認した。 

 

以上のように、いずれの研究発表も最新の技術開発に取り組んだ（あるいは取り組んでい

る）成果をとりまとめたものであり、今後、ダムの調査・設計・施工・管理さらには再開発

にかかる技術の高度化や合理化に寄与するものと期待されます。 

７編の研究発表に対して、優秀発表賞選考委員会による審査が行われ、優秀発表賞として

次の１編が選定され、表彰式が行われました。表彰式では、ダム工学会優秀発表賞選考委員

会 溝渕委員長より各研究発表に対する講評および審査結果の発表がなされ、ダム工学会 角

会長より受賞者に賞状ならびに副賞が授与されました。 

 

 

 【優秀発表賞】 

「建設用３Ｄプリンターの一般構造物プレキャスト部材への適用」 

（株）大林組 土木本部生産技術本部 ダム技術部 副部長      小俣 光弘 
 
  



（発表会の状況） 

 

ダム工学会 角会長 開会挨拶    国土技術政策総合研究所 井上氏による発表 

 

大林組 屋上氏による発表               水資源機構 柴田氏による発表 

 

大林組 小俣氏による発表               水資源機構 合屋氏による発表 

 

 



 

日本気象協会 鈴木氏による発表            土木研究所 本山氏による発表 

 

優秀発表賞選考委員会 溝渕委員長による       角会長による賞状授与 

講評・優秀発表賞の発表 

 

 


